
　

が
ん
に
な
っ
た
方
ご
自
身
や
ご
家
族
を
悩
ま

せ
る
経
済
的
な
心
配
事
を
、が
ん
サ
バ
イ
バ
ー

で
も
あ
る
Ｆ
Ｐ
の
著
者
が
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
書
は
2
部
構
成
。

　

第
１
部
で
は
、が
ん
に
か
か
る
医
療
費
と
医

療
費
以
外
に
必
要
な
お
金
、経
済
的
な
リ
ス
ク

に
備
え
る
に
あ
た
っ
て
知
っ
て
お
く
べ
き
公
的

制
度
、が
ん
保
険
等
の
自
助
努
力
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、見
つ
け
た
い
情
報
に
素
早
く

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、代
表
的
な
６
つ
の
が
ん
に
な
っ

た
場
合
に
つ
い
て
、ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど

れ
だ
け
の
お
金
が
か
か
っ
た
か
と
い
う
リ
ア
ル

な
声
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。著
者
が
実
際
の
が

ん
サ
バ
イ
バ
ー
に
取
材
し
て
得
た
貴
重
な
情

報
で
す
。

　

図
表
デ
ー
タ
や
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、

が
ん
へ
の
備
え
に
つ
い
て
説
得
力
を
持
た
せ
た
い

ア
ナ
タ
に
と
っ
て
必
携
の
書
で
す
‼

真
実
な「
が
ん
と
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金
」の
知
識
を

一
冊
に
凝
縮
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 治療と仕
事を両立

するうえ
での問題

点とは？

ひと口に「
がん」とい

っても、部
位や進行度

によって、
できる仕事

や治療に要
する時間は

まったく異
なってきま

す。

がん患者の
就労等に関

する調査で
は、治療と

仕事を両立
する上で困

難であった
ことについ

て、多くの
問題が挙げ

られました
（図表参照

）。

これらを分
類すると、

3つのクリ
アすべきハ

ードルが考
えられます

。

まず第1に
、高額な治

療費や収入
の減少など

、がんに罹
患したこと

による「支
出の増加と

収

入の減少」。
第2に、体調

や治療の状
況に応じた

柔軟な勤務
ができない

ことや、治
療・経過観

察・通院目
的の休暇・

休業が取り
づらい、病

気や治療の
ことを職場

に言いづら
い雰囲気が

あ

るなど「治
療中の働き

方や職場へ
の伝え方の

難しさ」。そ
して第3に

、治療と仕
事の両立に

つ

いてどこに
相談すれば

良いかわか
らないとい

った「相談
先や情報の

不足」です
。

 がんと共
に働くた

めの3つの
ポイント

これらのハ
ードルをク

リアして、
がんと共に

働くための
ポイントは

次の3つで
す。

（１）自分
の現状を周

囲に‘伝える
力’を身につ

ける

会社員の場
合、職場の

上司や同僚
に、現状や

治療の状況
を的確に伝

え、周囲の
理解を得る

ことが必要
不可欠です

。

実際、就労
支援に携わ

る産業医等
によると、

職場の理解
と協力が得

られるかど
うかは、罹

患前や復帰
後の患者自

身の人間関
係や業務へ

の取り組み
姿勢に左右

されるとい
います。つ

ま

がんの治
療と仕事

を両立さ
せるポイン

トは、①自
分の現状

を

周囲に伝
える力を身

につける、
②利用で

きる社内や
公的制度

を

上手に利
用する、③

納得感を
持って自ら

選択をする
、の3つで

す。

前立腺がん
と診断され

ました。先日
プロジェクト

リーダーに
抜擢された

ばかりで、会
社を休むわ

けにはいき
ません。治

療と仕事を
両立させる

た

めにはどん
なことに注

意したらよ
いでしょうか

？（40歳代
男性・会社

員）

がんの治療
と仕事を両

立させる

ためにはど
うすればい

い？

がんにか
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り、周囲か
ら手助けさ

れやすい人
とそうでは

ない人がい
るのが現実

。それを決
定するのは

、

職場でのコ
ミュニケー

ションです
。これが円

滑であれば
周囲からの

理解・配慮
も引出しや

す

くなります
。

また伝える
力は、主治

医との意思
疎通を図る

際にも有効
です。主治

医に自分の
職場での状

況を伝える
ことは、そ

れに沿った
治療法を話

し合い、選
択する手助

けになるか
らです。

そのために
は、自分の「

できること
」「できない

こと」を明
確にし、体

調や治療を
考慮しなが

ら働くバラ
ンス感覚も

重要でしょ
う。

（２）‘制度
’を上手に利

用する

高額療養費
や傷病手当

金等の公的
制度はもち

ろん、就業
規則などを

確認して、
勤務先の休

職制度や時
差出勤制、

短時間勤務
制等の社内

制度も積極
的に活用し

ます。

もし勤務先
が中小企業

等で、「前例
がない」と

言われても
あきらめな

いこと。最
近では、が

ん患者の就
労支援を積

極的に行う
病院や相談

支援センタ
ーも増えて

います。問
題を抱え込

ま

ずに、どの
ような制度

が使えるか
、会社とど

のように対
処していけ

ば良いかな
ど、頼れる

相

談窓口をい
くつも作っ

ておくこと
も大切です

。

（３）‘納得
感’を持って

自ら選択を
する

これは治療
方法を選択

・決定する
ときも同じ

でしょう。
複数の選択

肢の中から
最終的に判

断を下すの
は自分自身

です。現在
の病状等か

ら、希望の
仕事ができ

なかったり
、休職せざ

る

を得なくな
ったりした

としても、
その選択肢

を自らが納
得して選び

取ることが
、一歩前に

進

む支えとな
るはずです

。

治療と仕事
を両立する

うえで困難
であったこ

と（複数回
答）

◆治療と仕
事の両立

※出所：東
京都保健

医療局「東
京都がん対

策推進計
画に係る患

者・家族調
査報告書（

令和5年3
月）」

25.5％

21.7％

20.2％

18.8％

17.0％

8.1％

6.7％

5.3％

6.3％

15.0％
30.6％

働き方を
変えたり

休職する
ことで収

入が減少
する

治療費が高
い、治療費

がいつ頃、
いくらかか

るか見通し
が立たない

体調や治
療の状況

、後遺症
や副作用

等の影響
に応じた

柔軟な勤
務（勤務

時間や勤
務日数）

の制度が
ない

有給休暇
等の不足

治療・経
過観察・

通院目的
の休暇・

休業を取
りづらい

柔軟な勤
務制度が

利用しづ
らい

職場内に
治療と仕

事の両立
の仕方や

公的医療
保険制度

について
詳しい者

がいない

病気や治
療のこと

を職場に
言いづら

い雰囲気
がある

人事評価
が下がる

その他

困難と感
じたこと

は無かっ
た

無回答
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がんにか
かるお金と

経済的リス
クへの備え
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支出につい
て

乳がん

罹患後の

生活・就業
の変化

プロフィー
ル 西川秋穂

さん（仮名
）

●46歳　
●既婚（子

どもあり）
　

●会社員
／現在の

年収600万
円

家族構成

民間保険の
加入状況

罹患の経緯
と

現在の治療
状況等

夫（47歳）、
長女（9歳）

、長男（5歳
）

44歳の時に
、年1回の人

間ドックで要
精密検査の

診断を受け
、A病院

を受診。乳
がんと診断

される。病期
はⅢC期。遺

伝性乳がん
卵巣がん

症候群（HB
OC）の疑い

があり、遺伝
子検査を受

けた結果、
陽性と判

明した。その
ため、両側

の乳房全摘
手術のほか

、卵巣卵管
予防切除

を行う。再発
防止として

、抗がん剤
治療など薬

物療法と放
射線療法、

ホルモン療
法を受ける

。

県民共済に
加入。入院（

病気）9,00
0円、通院3

,000円、死
亡（病気）

800万円な
ど。

ずっと正社
員として勤

務していた
が、罹患す

る少し前に
今の会社に

転

職。抗がん
剤治療開始

後しばらくし
て休職（1年

間）。乳房再
建術、放

射線治療な
どを行い、現

在はホルモ
ン治療を継

続中。休職
期間終了

後、体力的
にフルタイム

で職場復帰
する自信が

なく、職場の
人間関係

もあまり円滑
とはいえな

い状況のた
め、近々、離

職する予定
。

罹患時

44歳

1 人間ドックで
要精密検査

と言われた
ため、A病

院を受診。
乳がん（右

乳房）ⅢC期
と

診断される
。医師に勧

められ、すぐ
に遺伝子検

査を受けた
。また、治療

方針等に違

いがあるか
を確認する

目的で、症
例数の多い

B病院の乳
腺科でセカ

ンドオピニ
オン

も受けてい
る。

1年目

◉精密検
査（マンモ

グラフィ検
査、MRI検

査、PET-C
T検査、マ

ンモトーム
生検など）

　・・・・約
23万円〈自

己負担3割
：約6万9,

000円〉

◉遺伝子
検査・・・・

約22万3,
000円〈自

己負担3割
：約6万7,

000円〉

◉セカンド
オピニオン

受診・・・・
3万3,000

円〈全額自
己負担：3

万3,000円
〉

◉その他（
検査・診察

など）・・・・
約5万9,0

00円〈自己
負担3割：

約1万7,0
00円〉

上記合算
して高額療

養費（付加
給付※P8

5参照含む
）適用後の

自己負担（
検査等が

2ヵ月にま
たがったた

め）　約9万3,0
00円

がんにか
かったお金

の
リアル

真実
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5 乳房再建に
ついてB病

院の形成外
科でセカン

ドオピニオ
ンを再び受

け、同病院
で乳

房再建術（
自家組織再

建・腹部遊
離皮弁法）

のため入院
。

4 抗がん剤治
療終了後、

再発防止の
ためのホル

モン治療も
開始する。タ

モキシフェン
を

服用し、3ヵ
月に1回処

方。1ヵ月あ
たり約2,00

0円（3割）の
負担がある

。10年間の
予

定で現在も
継続中。

◉ホルモン
治療・・・・

約4万円〈
自己負担3

割 ：  約1万2,0
00円  〉

◉入院費
用（手術費

）（14日間
）

　●医療費総
額・・・・約

70万円〈自
己負担3割

：約21万円
〉

　●高額療養
費（付加給

付含む）適
用後の

　　　　
　　　自己

負担・・・・
  6万円  （入

院が2ヵ月
にまたがっ

たため）

◉差額ベッ
ド代・・・・

1日 3万3,
000円×5

日間＝  約16
万5,000

円  

　　　　
　　　　

　　　　
　　　　

　　　　
　　　　〈

全額自己負
担〉

　※最初
の5日分の

み差額ベッ
ド利用

◉診断書
作成料・・・

・  約6,000
円  〈実費負

担〉

◉入院時
の諸経費（

生活雑貨
、パジャマ

代、胸帯な
ど）・・・・  

約2万円  〈実
費負担〉

A病院に入
院し、両側

の乳房全摘
手術および

乳房同時(
一次)再建

、卵管卵巣
予防

切除を行う
。2

◉セカンド
オピニオン

受診・・・・3
万3,000円〈

全額自己負
担 ：  3万3,00

0円  〉

◉入院費用
（手術）（入

院18日間）

　●かかった費
用　約68

万円〈自己
負担3割：

約20万4,0
00円〉

　●高額療養費
（付加給付

含む）適用
後の

　　　　　
　　自己負

担・・・・  6万円
  （入院が

2ヵ月にま
たがったた

め）

3 通院による
抗がん剤治

療を約6ヵ月
間行う。AC

療法（3週間
ごと4サイク

ル）＋パクリ

タキセル（1
週間ごと12

サイクル）。

◉薬物療法
（抗がん剤

治療）（6ヵ
月間）

　●医療費総額
・・・・約12

1万7,000
円〈自己負

担3割：約
36万5,00

0円〉

　●高額療養費
（付加給付

含む）適用
後の自己負

担・・・・  約18
万円  

◉抗がん剤
治療中の通

院のための

　　　　　
　　タクシ

ー代（往復
5,000円×

20回）・・・・
  10万円  〈

実費負担〉

◉抗がん剤
治療の副作

用による脱
毛をケアす

るための

　　　　　
　　ウィッ

グ、帽子等
の購入費用

・・・・  約13万
円  〈実費負

担〉

◉診断書作
成料・・・・ 

 約8,000
円  〈実費負

担〉

がんにか
かったお金

の
リアル

真実

第2部 実例

乳がんの事
例
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